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ドストエフスキーが「〃空想家〃というタイプ」についてはじめて触れたのは、一八四七年四月から六月まで『セ
ント・ペテルプルク通報』紙に連載されたフエリエトン『ペテルブルク年代記』においてであり、その後短篇『主
婦』、『白夜』と四七’八年の二年間に主としてそれはかかれている。
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「空想家」は「黄金時代」ととＪい）にドストエフスキーの偏愛する一一一一口葉であり、また、観念であった。「空想家」
（・Ｉ）
についての言及、人物造型は彼の作家活動の初期から始・まり、晩年ちかくの未発表ノートのメモにまで及んでい
る。一見、大した内容とてない「空想家」が終生ドストエプスキーの脳裡から離れなかったということは奇異な感
じさえ受けるが、その包含する意味は、作家自身の表面的な「定義」とは別に、ドストエフスキ１文学の根幹にふ
れるｊい）のなのかｊも知れないＩｌ彼の人物の一つの基本型がドストエフスキー自身の定義をはるかにこえてこの
「〃空想家〃というタイプ」の中に集約されていると言えなくＪもないのである。
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完
成した作品であるが、そうした純粋な文学的意図とは別に、或いはむしろ、それゆえに当時の〃流れ〃への敏感な
反応、慎重な顧蝋がうかがわれる。センチ４ダル小税の骨格、「自然派」風の登場人物ｌこの作硫には当時の
読者層の嗜好への配慮がしたたかに計算されている。しかし、その外見、結構とは離れて、そこにはすでにドスト
「空想家」についてのドストエフスキーの解説は凡庸であり、その人物造型も成功しているとは言い難い。しか
し、彼がこの「タイプ」に執着し、執勘に説明しようとした意味はかなり明白であるように思われる。
作者自身必ずしも意識せず、その範畷に入れていないにしても、処女作『貧しき人を』のマカール・ジェーヴシ
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ン
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、
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そ
れはドストエフスキー文学の人物の原点であり、単に作家の「空想主義」時代の一雄物ではないのである。
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（２） 
でもあるあの亀と呼ばれる驚くべき生き物に似ていますよ。（『白夜』第一一夜）
そういう片隅ではね。われわれのそばで沸きかえっているような生活とは似ても似つかない全く別の生活が
生き残っているのです。それはきわめて真剣なこの時代に、わが国では染られない遠い未知の国の生活みたい
なんです。
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『分身』が『貧しき人☆』と根本的に異ると等える一点は、ドストエフスキー自身の嗜好が何の遠慮もなく出さ
れていることである。期待と不安の相半ばする中で発表された『貧しき人為』の意想外の好評は若いドストエフス
作者の或る作陥への愛着というのは何によるのであろうか。発表前から『貧しき人を』の十倍以上の傑作」と
確信し、ベリンスキーをはじめとする文壇の芳しからぬ評価にも得心せず、何度か改作し、さらに改作の意図をも
ち、流刑地から帰還してからもなお、その希望をもちつづけた執念は尋常なものではない。『分身』以外、彼がこ
れほど執着した作品はない。
エフスキーの人物が姿を現わしている。それは「師」ゴーゴリの主人公とも明らかに異る。「世間から隔絶」して
生きる「隅っこの人間」であることの認識とそこから逆に生じる他者への強烈な関心ｌその結びつきへの希求嶢
もはや、アヵーキー・アヵーキエヴィッチのものではない。アカーキーにとって他者は「外套」であり、それがい
かに物の世界ｌ第三者の世界から後と同じ吹元に在る対象になったとしても、所詮はモノであり、本質的な対応
関係は生れない。ジニーヴシキンの他者はヴァーリンカであり、彼女の出現によってジェーヴシキンの生は一変す
る．彼は彼女との共通の生を夢想することによってｌ他者の世界から自分のそれに彼女をおきかえることによっ
て、これまでの生活の孤立を一気に解消しようとする。ジェーヴシキンとのかかわりにおいてヴァーリンカはつね
に冷静であり、このことが小説では逆に主人公の麺れようのない孤独を浮彫りにしている。一見、二人は対応関係
にあるようでいながら、ひとりヴァーリンヵは掌中の水のごとく逃れ去る。物語の結末は最初から決っている・作
者は百も承知でそれをかいている。ミハイロフスキー流にそこに「残酷の天才」の萌芽をよむべきであろうか……
それはむしろ、作霧のにがい認識であろうｌドストラスキーはと，残されたジニーヴシプの姿に勵己の文学
の原点を確認せざるを得なかったのだ。
Ⅱ 
3３ 
Hosei University Repository
主人公ゴリャートキソは別に作者によって「空想家」と名付けられてはいない。彼はただ、一介の変人であるに
すぎない。しかし、ゴリャートキソこそ「空想家」の条件を臭えており、ドストエフスキーの人物の原型とゑるの
が至当であるかも知れないのである。
「ｎ分隙一人で敵砿蕊んなだ」ｌゴリ辮‐トキンの世界は荒涼たる他識の仙界である．ｎ分と鬮じ次元腱いて
くれる鴨のば、縦一人何一つない。彼臓社会とも、人胤と逓立している。ｌ彼が生かし、まだ彼を生かして
くれるものはこの世にない。彼は自分が〃他所者〃であることを認識し、苛立つ。
『分身』というきわめて独自な、混沌としてわかりにくい小説は、要言するならば、自分の現在の生とは異った
生を夢想し、その幻の〃真〃を掴みそこなって発狂した男の物語である。ドストェフスキーはその発端と．プロセス
キーに過信ともいえる自信をうえつけた。第二作では処女作にみられた時流へのおずおずとした心くばりは、完全
に払拭されている。彼はおもねりも顧慮もなしに、本来の自分の精神、心理ないしは生理にまで合わせて『分身』
を仕上げたのであるｌいわば、前作の成功への過信からこの小説は生れた。この混沌とした小説にば解放された
ドストエフスキーがいる。その意味ではこの作品を真の処女作とふることもあながち無理とは一一一一口えないであろう。
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ドストエフスキーが生への違和感に悩む主人公を描いたのは故ないことではない。世界に対する、また、人間に
対するこの感覚は作家の生得のものであり、若年の頃から彼はそれを深く認識し、もて余してさえいたのである。
当時レーヴェルにいた兄ミハイルに宛てたフョードル十七歳の手紙は、性急な表現ながらこの間の消息を語ってい
る。
いつぼくのわびしい想念がおさまることやら、自分でもわかりません。人間に授けられている状態はただ一
つですｌ人間の心のアトモスフニァ憾天的なものと地的なものとの融合から成り立ってぃ震ず．人間臓何と
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「人間は宇宙の孤児」という観念はドストエフスキーの認識の原点である。人は孤立した存在であり、自己と他
者ｌ世界・他人ｌが切り離されていることの中に、その〃ズレ川た関係の中に、人間存在のすべての形があり、
悲劇がある。他者は他者であるかぎり自分とは全く無縁の存在であり、その存在は無に等しい。自分とかかわりを
もつことによってそれは初めて「存在」として存潅する。他者を対象化することによってｌ他者を圓分と同じ次
元におくことによって、その相互交流によって孤立からのがれ、人は自己の生の意味、存在の意義を見定めようと
する。ドストエフスキーが第二作で、彼の少年時の原音を軸として作品を組立てようとしたのは、自然なことであった。
彼はゴリャートキンという奇妙な主人公を通してまわりくどい描き方をしたにすぎない。ゴリャートキンは自己の
生の何とも耐え難い違和感を埋めようとし、他譜とのつながりを夢見た。他者への呼びかけｌ他讃の対象化の希
求と、その瑳跣は、ドストエフスキーにとって重大な関心事であり、彼の逢着した鮫大の文学的テーマであった。
いう背理的な子供でしょう。だって精神の自然の法則が破られているのですからね。……ぼくにはこの世界が
罪ふかい想いで曇らされた天の精霊の煉獄のような気がします。二」の世界が否定的な意味をもったので高遠優
雅な精神的なものから風刺が出てきたという風にも思われますｃこの画面の中に全休との効果も思想も、何の
共通点ももっていない人物が、要するに全く無関係な人間がとびこんだとしたらどうでしょう。画面はメチャ
メチャになって存在することが出来ません。
しかし、宇宙全体がその下で悩んでいる固い殻の糸を見つめ、意志がただ一度爆発しさえすれば、この殻を
破って永遠と融合することができるということを知りながら、それを知りながら創造物の中で一番の屑でいる
…朧くは一つの計画を持っています．気逢いに癒翠とですＩ人憾勝手に狂い、勝手に拾艫し、勝手に圃
分を聡明にすればいいのです。（一八一一一八年八月九日付）
と
は
…
…
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「世間と隔絶」した「隅っこの人間」として設定されたゴリャートキンは、ジェーヴシキン以上の「空想家」で
ある。彼はあり得べき他者との結合を夢想し、その対象に上司の娘クララ・オルスーフィエヴナを選ぶ。一」の実現
の可能性の皆無な選択にゴリャートキンの「空想家」としての本質がいゑじくも表現されている。クララの誕生日
の祝宴に裏階段から忍びこんで突き出され、暗いフォンタソヵの河岸をさまよっているうちに、雪嵐の中で初めて
分身に出会う場面は象徴的である。
……突然彼は釘付けにされたように、丁度雷に打たれでもしたかのように、歩みを止めた。そしてその通行人
とすれちがいざま、くるりとすばやく振りかえった。
・・…・通行人は見る間に雪嵐の中に姿を消していった。
……突如、風の胞膵と荒天のざわめきの中からまたもやごく近くを歩く誰かの足音を耳にした。彼は傑然とし
て月を開けた。またしても、彼から二十歩ほど前の方に、足早に近付いてくる人影が黒く見えた。男はせかせ
かと歩を運びながら道を急いでいた。距離は染るみるうちに縮まった。ゴリャートキン氏は、もはやはっきり
と圏分の新しい、夜更けに遅く締ろ仲闘の顔を見分けることさえ川米だＩ見分けると、糯誉と恐怖のために
あつと叫び声をあげた。彼は足がすくんでしまった。それは十分ほど前にすれ違った例の見覚のある通行人で、
（４） 
突然、全く思いもかけず、またしても今、彼の前に姿を現わしたのである。（『分身』第五章）
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ゴリャートキンが幻視した分身は、彼が自らの中から作り出さざるを得なかった「対象」である。それは自己の
「なんという天気だ」とわが主人公は思った。「こりや、ひょっとしたら洪水になるんじゃなかろうか？ゑ
たところひどく水嵩が増したようだからな。」．コリャートキソ氏がこう口走ったか、或いは、心の中で思った
かした途端、前方にこちらに向って歩いてくる人影が目に入った。おそらく、彼と同じように何か事があって
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ゴリャートキンが結局、自分の一切の夢を託そうとした分身から徹頭徹尾裏切られるということは、彼の人生の
終結を意味する。彼にはもう一つのあり得べき生どころか、現在の自分のささやかな生すら残されていない。彼は
狐の地獄の中から他者との結合を夢想し、逆に現在の生まで幻にしてしまう。ゴリャートキンは自分の辿る道が奈
落にかけ渡された一本の橋であることをあらかじめ承知していた。しかし、それ以外の選ぶべき道がまたないこと
も
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
あある。
分身ｌ「第二のゴリヤートキン」は、ゴリャートキンの可鱸性の具象化であり、彼のあり得べき姿を笑現して
いる。ゴリャートキンは現在の生をなんとしても信じきることが出来ない。自分が現在の生にしっくり合致してい
ないという感覚ｌ不調和の感覚が、彼にもう一つの人生を夢見させる．分身憾ゴリャーキンの孤独が自分の次
元に呼び出した他憲ｌ対象化された存在であると阿時倶彼にとっては今一つの鍵っに人生を歩み得る可能性で
形
し
か
あ
り
得
な
い
。
意識の極大化であり、意識を対象化したものにすぎないｌ自己の意識そのものが対象として存在する。自己の意
識の消滅とともに、世界の一切の存在物も幻のように消失すると確信したいと思っているのが「空想家」の本質で
あるならば、ゴリャートキンも岡じような限で世界をｌ他讃を眺めている．分身は幻であり、震た鬮時に「存
在」である。他者との結びつきの一切の可能性を喪つた者には、そしてなお、その結びつきを希求する者にはこの
「慧臓薪も灯も召讐ついている寳傘…らうんだ、そんな値打はないんだがね」ｌクレスｒシ・イヴ
アノヴィッチの答はあたかも宣告のごとく、おごそかに恐しく響いた。
わが主人公はあっと叫んで、頭をかかえた。ああ！彼はすでにとうの昔からこのことを予感していたので
（５） 
ある１．（『分身』第十一一一章）
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きわめて不評だったにもかかわらず、ドストエフスキーは『分身』をあきらめなかった。その後．ヘトラシェフス
キー事件に連座し、十年の歳月を流刑地に送ったが、その思想的な大きな転換とは別に、『分身』にだけは変らぬ
愛競をいだいていた。ペ｜プルプルク繍還の伽雫トヴニーリから兄ミ〈イルに宛てた手紙Ｉ
この約來の『分身』はついに災乳を熟施かつだが、作家は改訂の愈図を依然もちつづけ、彼の未発炎ノートー
特に六十年’六二年の蕊一ノート、六三年’六四年の第二ノートーに腱：ヘトラシニブメキー蛎件と関係するゴ
リ
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ト
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な
ど
改
作
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ところで、十二月の半ば頃、改訂した『分身』を送ります（もしかしたら自分で持ってゆきます）。兄さん、
誓って申しますが、この序言つきの改訂版は新作とも言えるほどの値打があります。彼らもついに『分身』の
何たるかを悟るでしょう。大いに世の関心を呼びおこすものと期待しているのです。一言にして言えば、ぼく
はすべての人点に戦を挑むのです（最後に、もし今、『分身』を改一訂しなかったら一体いつそれをするのです？
何故ぼくはあのすばらしい思想を、社会的重要性から言っても大変な典型を失わなくてはならないんです？
（６） 
あれはぼくが初めて見出し、世に弘めたものです）。（傍点ドストエフスキー）（一八五九年十月一日付）
ゴリャートキン氏、・ヘトラシェフスキーの会合へ。・・…・第二のゴリャートキン減説する。高潔な涙。互に抱
擁
。
第
二
の
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ン
密
告
。
翌日、ゴリャートキン氏は．ヘトラシェフスキーの会合へ出掛け、第二のゴリャートキンが門番や農民相手に
フーリエのシステムを講義しているところに出くわし、密告すると通告する。（第二ノート〈一八六三年’六四
（７） 
年〉）
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ゴリャートキンは、ドストエプスキーが定義し、造型した「空想家」以上の空想家であり、彼の世界に対する、
また、人間に対する違和感は、やがて、地下生活者やラスコーリニコフに引きつがれてゆく。前者は穴蔵の中で別
の生を創り出すことに腐心し、後者は罪凡人」の幻想に新しい生を賭けようとする。彼らは世界ｌ他譜と孤絶
しながら、逆転した価値大系を創造しようと努める。自己の現在の生の違和感を埋めようとする「観念」への依
拠ｌ空想性臓、その本質において、ゴリャートキンＩ「空想家」の系譜につらなる。他潜への絶望磯をいだき
ながら、彼らはまた、ためらいなしに他者の世界からリーザを、ソーーーャを自分の次元に呼んでこようとする。そ
の率直さにもかかわらず、否むしろ、その率直さゆえに彼らは空想家の資質を臭えているのである。
後期のドストエフ〆キー文学においてば、生の遮和噸ｌ他者との断絶に悩む着ば、同時に、つねに〃神に鑓く
者〃であり、その〃ズレ〃の感覚のない人間は、神への信に生きる者である。後者には、ソーーーャ、ムイシキン、
ゾシマ等が属し、前者との対立、牽引関係において、ドストエフスキーのドラマは形成され、進展してゆく。
ドストエフスキー文学の岐後の主人公に予定されていたアリョーシャ・カラマーゾフは師ゾシマ長老の衣鉢をつ
いで自己の意識と宇宙の意識の一致を希求し、探求するｌムイシキンの素質とゾシマの修行を併せ持とうとする
彼にも、その本質には、「空想家」の要素がうかがえる。いずれにせよ、ドストエフスキーの文学は、多様な空想
家を軸に展開し、『貧しき人僅から『カラマーゾプ』に至るのである。
結局、ノートへ
しかし、ゴリャー
さを示している。
ドストエフスキー自身の明確な文字による「空想家」の鹸後の形象は、未発表ノート（七六年’七七年の第十ノ
ノートからみても改作『分身』は展開力に乏しく、まとまり得ない性質のものであったように思われる。
ゴリャートキンにこだわりつづけた作家の執念は、『分身』のドスト｝｜フスキー文学に占める位置の重要
Ⅲ 
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ドストラスキーはその間の妻子との蔦麟を主幽とする櫛恕をいだいていたように思われるＩここに至って彼
の空想家像は根本的に変貌している。これまでの空想家は本来孤独であり、家庭を持ってはいないが、作家は晩年
にちかいこのあたりから主人公を家慧らに仕立てているｌ圏己と他者の間響蠣なる人側係の中にでばなく、
特に親密なかかわりの中に求める傾向をもってきた。ドストエフスキーは、より濃密な人間関係の中に自と他の問
題をおいて承ることによって、一層深い次元で人間存在の〃形〃を解く鍵を探り出そうと試ふたのである。この傾
向は、スチェペン氏父子の対立を描いた『悪霊』以後明瞭になり、『未成年』のヴェルシーロフとアルカージイと
の関係では、ツルゲーネフの『父と子』とは異質のドストエフスキー自身の『父と子』を描く意図のあったことを
（９） 
作家は生ロ白している。未発表のノートにのこされた構想をゑて承ると、夫と妻のかかわりをめぐって『空想家』が
予定され、父と子の関係を軸に、テーマそのものを表題に直接明示した新しい長篇小説『父と子』の下図がかかれ
と
和
解
す
る
。
ド
ス
ト
ニ
『
地下生活者同様、空想家は「絶望とリゴリズムのために」現実からのがれて「空想世界」の中で「あらゆる現実一
を傷つけながら」生きることに救いを見出しているが、股後には「空想主義の迷妄」を振り払い、不和であった妻㈹
－卜）に記された長篇小説『空想家』の構想の中に承られる。この『空想家』の着想は、ドストエフスキーの片想
いの人でもあり、また、終生の友人でもあったアンナ・コルヴィンⅡクルコーフスカヤの懲瓶によるものであるが、
彼女のすすめに応えた心のうちには、作家自身の「空想家」へのつよい関心がある。もちろん、クルコーフスカヤ
は初期の空想主義時代の作品を念頭においてそのヴァリエーションを提案したのだが、ドストニフスキーの構想は
異る。彼は『白夜』の主人公ではなく、ゴリャートキン、地下生活者、ラスコーリニコフとつらなる本来の「空
想家」を描こうとする。
（８） 
彼は空想家。だが、理想主義者ではなく、完全な懐疑主義をいだいている。（一八七六年ｉｆ七七年第十ノート）
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未発表ノートにエスキースがかかれ、実現をゑたのは中篇「おとなしい女』である。この作品にも、夫と妻の、
求め合いながら背かざるを得ない男女の結びつきの不可能性が鋭く描かれている。『おとなしい女』のヒロインも夫
の愛に一点の望象をかけ、自らの幻想に破れて自殺してしまう。『空想家』では、妻の焼殺をのぞむ空想は、現実
の妻の事故死によって偶然に実現する。他者との偶然の結合は、また偶然によって終結する。他者との結びつきの
希求、その失敗による悲認な綣末ｌという手‐うでこの二作は共通している。自分以外の他者がすべて第三
者であることに耐えられないという感覚が、他者との結合を求め、その不可能性のにがい認織で終る。ドストエフ
『空想家』にはいくつかのプロットがあるが、その主たる一つは、夫の空想での裏切りと変の現実でのそれを軸
にしたものである。「空想家」の妻は夫が女のことを空想し、自分を「裏切っていることを承知している」が、彼
●
●
●
 
女にとって大切なのは「実際に夫が自分に忠実である》」とだけ」である。
ている。『未成年』以後、作家の最大の関心が、彼の言う「偶然の家族」にあり、自己と他者の問題がこのテーマ
を中心にして解明されようとしていた経緯が明瞭に看取されるのである。
『空想家』と『父と子』の構想は、お互に複雑に入りくんでいて分明にしがたいが、系瀞としては『空想家』の
方がはるかに古い。ドストエフスキー文学にあって、「空想家」はその初期から基本型として存在し、作家ととも
に成長して、晩年ちかく再び、明確な形で表面に姿を現わしてきたのである。
……空想家。彼には息子がいる。彼は肉体的には息子に殆ど関心がないが、精神的には（時折）息子を鼓舞す
る。妻を焼き殺すことを想像するだけ（継母、男の子）。だが、彼がまだ想像している時に、足を切断された
彼女が運びこまれてきた（鉄道馬車道）。彼に宥しを乞いながら（ロシア語で）、彼女は死んだ。（傍点ドスト
（Ⅲ） 
エフスキー）（一八七五年’七六年第十ノート）
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篇
は
実
現
を
糸
な
か
っ
た
。
スキーの最後の空想家の像は、「偶然の家族」の一員として、その中心的人物として描かれているが、他者を第三
者以上の「対象」として求め、それに裏切られるという柵図は、基本的には「分身』と異らない。家族という一層
の広さと深さをもった条件の中で、自と他の問題がより複雑な形をとって追求されようとしているだけである。
未発表ノートのもう一つの重要な長篇『父と子』の構想も、父と子という本来最も緊密な関係であるべき筈の形
の中に潜む絶対の他者性をその中核においている。現実に幼児虐待で裁判沙汰になった男（クロネベルク事件）を
「父」とし、小学校時代の屈辱から「すべての者を憎んでいる」感化院の少年を「子」として据えようとしたドス
（Ⅲ） 
トニフスキーの着想は、作家の意図を明白に物議、っている。
二長篇の構想のうちでは「父と子』より『空想家』の方に、まだ救いがある。『空想家』には、前述のように、
空想主義の妄想から覚め、妻君と和解するというヴァリアソトも描かれている。だが、いずれにしても、この二災
「人間は宇宙の孤児」というドストエフスキーの生得の感覚は、終生消えることなく、「空想家‐一というプロット
クイプを彼の文学の中心に据えることによって、それは複雑多様に展開され、表現された。晩年ちかくになってそ
の想念は、「偶然の家族」という言葉によって、人間関係の中で自己と他者の問題として問い直され、焦点が絞ら
れてゆく……『未成年』、『空想家』、『父と子』を結ぶ因子は一つであり、『カラマーゾフの兄弟』に至ってそれは
集大成される。父殺しを空想するドミトリー、イヴァンの二兄弟、それを実行することによって他者性を実証した
私生児うルジャコフ、カチ；‐ナの悩懇と裏切り、グルーシ雲ソヵの打算と愛着ｌカラ『‐ゾフの世界に峰
自己と他者の関係をめぐる人間の孤立無援の姿が描かれている。しかし、なお、対極には、「他界」との接触を語
り、人鐘への愛を鋭くゾシマ曇老がおり、霞迄子供達との交歓にその可鱸性をｌ他者とつながる一纏の糸を見
出
そ
う
と
す
る
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
が
い
る
。
「いかにして大地と総び合うかｌそれが問題だ」とドミトリーは一富う。おそらく、この「大地」は、「ロシア
4２ 
Hosei University Repository
の神、ロシアの民衆」を含む共同体を意味すると同時に、「他者」の象徴でもあろう。切り離された人類の姿を
「餓鬼の夢」にふたドミトリーのこの言葉には、『カラマーゾフの兄弟』の象ならずドストエフスキーの文学の生
涯のテーマが凝縮されている。
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